
秋多都市計画地区計画の決定（あきる野市決定）

都市計画二宮地区地区計画を次のように変更する。

名 称 二宮地区地区計画

位 置※ あきる野市二宮字森腰、字前田耕地、字南分、字北分及び字稲荷耕地各地内

面 積※ 約２４.１ｈａ

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

地区計画の

目 標

本地区は、市東部に位置し、かつて地域の中心として栄え、二宮神社をはじめとする地区固有の歴史や文化、涌水池などの、

水と緑の自然に富んだ地区である。

本計画は、このような地区の特性を将来にわたって保全していくとともに土地利用の誘導、地区施設の整備を図り、住宅地

と商業施設の調和がとれた市街地の形成を図ることを目的とする。

土地利用の

方 針

本地区を四つの地区に細分し、以下の方針を推進していくこととする。

本宿通り地区：商業業務等各種施設が溶け合う路線状の市街地環境の形成を図る。

南通り地区 ：住宅を主体とした中層化を図る地区とし、主要道路沿いには生活利便施設の立地を図る。

北宿通り地区：住宅専用地区として質の高い良好な住環境の形成を図る。

下宿通り地区：住宅専用地区として質の高い良好な住環境の形成を図るとともに、崖線の保全と整備を図る。

地区施設の

整 備 方 針

良好な居住環境と商業施設とが融合できるような道路基盤の整備を目標に、安全性や景観を配慮した道路整備を図る。

また、地区内の水と緑を生かした公園、まちかど広場及び親水散策路の整備を図る。

建築物等の

整備の方針

地区の良好な環境を形成するため、以下のように建築物等を誘導する。

本宿通り地区：良好な商業業務等各種施設の形成を図るため、壁面の位置、敷地面積の最低限度、建築物の用途及び建築物

の意匠・色彩について誘導する。

南通り地区 ：住宅を主体とした中層化を図るとともに主要道路沿いには生活利便施設の立地を図るため、壁面の位置、敷

地面積の最低限度、建築物の意匠・色彩及びかき又はさくの構造について定める。

北宿通り地区：住宅専用地区として質の高い良好な住環境の形成を図るため、敷地面積の最低限度、かき又はさくの構造に

ついて誘導する。

下宿通り地区：住宅専用地区として質の高い良好な住環境の形成を図るため、敷地面積の最低限度、かき又はさくの構造に

ついて誘導する。



※は知事協議事項

「地区計画の区域、地区整備計画の区域、地区施設の配置、地区の区分並びに壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」

理由：境界の位置・根拠となっていた道路（一般都道 166 号瑞穂あきる野八王子線、市道東秋留 177 号線、主要地方道 7号杉並あきる野線）の拡幅

整備に伴い、根拠を整備された道路端から２０ｍに変更したことから、都市計画の整合を図るため、地区計画を変更する。

地
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整
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位 置 あきる野市二宮字森腰、字前田耕地、字南分及び字稲荷耕地各地内

面 積 約６.３ｈａ

地
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施
設
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模

道 路

名 称 幅 員 延 長 備 考

住 区 道 路 １ ６.０ｍ 約４４０ｍ 拡 幅

住 区 道 路 ２ ６.０ｍ 約２００ｍ 拡 幅

公 園
名 称 面 積 備 考

二 宮 お 池 公 園 約１，３６０㎡ 既 設

そ の 他 の

公 共 空 地

名 称 面 積 備 考

ま ち か ど 広 場 約５０㎡ 新 設

名 称 幅 員 延 長 備 考

親 水 散 策 路 １.５ｍ 約３１０ｍ 拡 幅

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

地 区 の 細

区 分

名 称 南通り地区

面 積 約６.３ｈａ

建築物の敷地面積の

最 低 限 度
１２０㎡

壁面の位置の制限
計画図に定める道路に接する敷地においては、建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から当該道路の境界線

までの距離は１.５ｍ以上としなければならない。

建 築 物 等 の 形 態

又 は 意 匠 の 制 限

建築物の外壁、屋根及び工作物の色彩は刺激的な原色を避け、落ち着きのある色彩を基調とする。

か き 又 は さ く の

構 造 の 制 限

道路に面する側のかき又はさくの構造は、次に掲げるものとする。

１.生垣

２.透視可能なフェンス等で、高さは敷地地盤面より１．２ｍ以下とする。


